
ド
イ
ツ
人
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
プ
フ
ェ
ル
が
東
イ
ン
ド
商
会

の
医
師
と
し
て
出
島
商
館
に
来
て
か
ら
、
一
九
九
○
年
で
ち
ょ
う
ど

三
百
年
に
な
る
・
彼
は
二
年
間
の
日
本
滞
在
中
に
、
多
く
の
情
報
、
資

料
を
集
め
、
故
郷
レ
ム
ゴ
ー
に
戻
っ
て
そ
の
整
理
分
析
を
行
っ
た
。

し
か
し
著
書
『
廻
国
奇
観
』
と
『
日
本
誌
』
の
う
ち
後
者
は
彼
の
死

後
や
っ
と
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
英
訳
を
、
ス

イ
ス
人
医
師
シ
ョ
イ
ヒ
ッ
ァ
ー
に
依
頼
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
ハ
ン

ス
・
ス
ロ
ー
ン
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
ス
ロ
ー
ン
が
買
い
集
め
た
ケ
ン
プ
フ
ェ
ル
の
遺
稿
は
、
今
日

で
も
卑
冨
昏
匡
耳
ｐ
ｑ
の
い
わ
ゆ
る
《
《
聖
○
画
目
①
○
是
①
昌
○
旨
．
》
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
記
の
著
作
の
清
書
原
稿
を
除
く
と
、
ラ
テ
ン

語
、
ド
イ
ツ
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
日
本
語
な
ど
を

混
ぜ
て
書
い
て
い
る
ケ
ン
プ
フ
ェ
ル
の
様
食
な
メ
モ
は
そ
の
解
読
が

国
属
①
き
①
再
閃
幽
①
日
亘
閏
の
日
本
医
学
に

関
す
る
新
し
い
資
料ミ

ヒ
ェ
レ
・
ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ

ノ

容
易
で
は
な
い
。
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
は
お
そ
ら
く
そ
の

た
め
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

私
は
ス
ロ
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
文
書
集
第
三
○
六
二
を
調

べ
て
い
る
う
ち
に
、
ケ
ン
プ
フ
ェ
ル
が
日
本
医
学
に
関
す
る
多
く
の

メ
モ
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
ケ

ン
プ
フ
ェ
ル
が
、
日
本
医
学
に
つ
い
て
前
記
二
著
書
に
記
し
て
い
た

こ
と
以
上
に
知
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
ま
ず
、

脈
診
、
小
児
病
を
含
む
病
気
や
病
名
、
鍼
灸
、
そ
し
て
薬
や
薬
草
に

つ
い
て
の
メ
モ
や
ス
ケ
ッ
チ
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と

に
、
出
島
商
館
で
使
用
さ
れ
て
い
た
薬
品
の
リ
ス
ト
が
一
枚
含
ま
れ

て
い
る
。
上
記
の
古
文
書
集
の
最
後
に
は
日
独
語
彙
集
の
草
稿
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
日
本
語
に
よ
る
薬
品
、
医
療
器

具
、
病
名
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、
薬
草
に
関
す
る
会
話
の
例
文
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ケ
ン
プ
フ
ェ
ル
が
日
本
の
医
学
や

そ
の
専
門
用
語
を
き
わ
め
て
熱
心
に
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
心
う
た
れ
る
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）
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